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第39回

NHK杯全国高校放送コンテスト

Ｉ神奈川県大会予選

時
所
催
援

日
場
主
後

平成4年6月7日（日I)AM9:00~

県立金井高等学校

神奈川県高等学校視聴覚教育研究会

神奈川県教育委員会

NHK横浜放送局

有隣堂

朝日新聞一社横浜支局

神奈川新聞社

神奈川県高等学校視聴覚教育研究会校内放送委員会主管

本選 日時

場所

平成4年6月21日（日I)AM9:15~

県立港南台高等学校
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程日

受付

開会式（於：体育館）

審査開始

午前の部終了

9：00～9：80

9:30～10:00

10：00

12：00

昼食時間、

午後の部開始

審査終了

全員退校

13：00

16：00

17：00

房目会式Y欠第

関野1．あいさつ 大会顧問

2．第38回大会総合優勝、準優勝杯返還

・NHK杯（総合優勝杯）返還

・有隣堂杯〔総合準優勝杯〕返還

亘

県立座間高等学校、

・有隣堂杯〔総合準優勝杯〕返還法政大学第二高等学校

第39回大会実施上の注意総合審査副委員長藤田吉雄3．

委員校、役員校の生徒は、指示に従って会場準備にあたること。

審査員〔顧問〕は9時より審査打ち合わせを行います。

午前の部終了、午後の部開始の時刻は、審査会場によって異な｜

特にアナウンス部門、朗読部門の出場者は注意して下さい。

※
※
※ 部開始の時刻は、審査会場によって異なります。

朗読部門の出場者は注意して下さい。
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会場案内図

審査会場配置

アナウンスA

アナウンスB

朗読A

朗読B

ラジオ自由A

ラジオ自由B

東棟4階視聴覚室

東棟3階合併教室

南棟3階3年8組教室

南棟8階8年6組教室

南棟4階2年2組教室

南棟4階2年5組教室

運営

本 部

審査員控え室

審査補助係打合

集計室

電算室

開会式

南棟2階会議室

南棟2階会議室

西棟8階物理教室

西棟2階生物教室

南棟2階社会科教室

体育館
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役員
▲

覧

1．大会会長 西森二郎 (県立大岡高等学校〕

2．大会副会長 清水保善 (県立汲沢高等学校）

大会副会長 高野陽一 (東横学園大倉山高等学校〕

8．大会顧問 関野亘 〔県立瀬谷西高等学校）

4．大会実行委員長 杉浦敏昭 (県立平塚江南高等学校） 〆

5．大会総合審査委員長須川光雄 〔県立座間高等学校）

6．大会総合審査副委員長藤田吉雄 〔川崎市立商業高等学校〕

大会総合審査副委員長岩崎章 〔県立新城高等学校）

7．大会実行委員

本部 金子和明 〔県立金井高等学校）

受付 平田ますみ〔県立菅高等学校〕
一

審査補助 片山浩行〔横浜市立戸塚高等学校）

審査補助 本田博都〔県立海老名高等学校）

集計 石川一浩〔県立小田原城内高等学校）

集計 川口修（県立百合丘高等学校）

会計 石川岩夫（県立相模大野高等学校〕

－4－
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役員校・委員校業務分担

く才受員校＞

・県立平塚江南：杉浦敏昭（委員長）・県立海老名：本田博都（副委員長）

･横浜市立戸塚：片山浩行（副委員長）・県立百合丘：川口修（副委員長）

・県立金井：金子和明（副委員長〕・県立小田原城内：石川一浩（副委員長）

･県立菅：平田ますみ（副委員長）・県立相模大野：石川岩夫（会計）

＜委員校＞

◎横浜

・県立港南台：遠藤

・県立川和：進藤

・鶴見女子：多城

・県立港北：藤田

・県立清水ヶ丘：笠原

・横浜市立南：大森

◎湘南

・県立茅ヶ崎

・県立大船工業技術

:角田

:小沢一
一
明
尚

隆
潤
淳
健
博
俊

子鈴
元

､

◎北相

・県立新磯：川内野敏郎

・相模女子大学高等部：角田亨

・県立相武台：大庭孝則

◎川崎

・県立柿生：中村和広 ◎横須賀・三浦・西湘

・県立横須賀：漬口幸治

＜業務づう-主旦＜人委文＞＞

◎本部・金井（4）・平塚江南（4）

◎受付・戸塚（4）

◎会場・金井（4）

◎電算・戸塚（3）・小田原城内（3）・相模大野（8）・海老名（8）

、

◎審査補助

・アナA

・朗読A

川和（4）

相模女子（8）

新磯（8）

大船工技（8）

･アナB南（4）

･朗読B鶴見女子（4）

･ラ自A ･ラ自B県立茅ケ崎（8）

◎集計 横須賀（3）

相武台（8）

港北〔4〕

柿生（8）

港南台〔8〕

清水ヶ丘（4）

･アナA

･朗読A

･ラ自A

・アナB

･朗読B

･ラ自B

－5－



実施要領

1．目白勺

現代に生きる高校生の豊かな人間性の育成と、未来への展望をもつ人間と

しての成長をめざし、高等学校の特色ある教育活動の中枢となる校内放送
活動の健全な育成と放送教育の推進をはかる。

2．オコら吃、

1) 美しく豊かな日本語を大切にする心情を育て、あわせて話す。
する力を高める。

校内マスコミの送り手としての自覚と創造性を育てる。

学園生活の中にうるおいを育て、心のふれあいの場をつくる。
発展する社会に対し、放送の果たす役割を学ぶ。

国際理解を深め、人間尊重の心を培う放送の働きを確かめる。

あわせて話す力、 表現

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

２
３
４
５

く
く
く
く

〆

8．ヨ三f崖一後援一主管

主催：神奈川県高等学校視聴覚教育研究会

後援：神奈川県教育委員会、NHK横浜放送局、有隣堂、

朝日新聞社、神奈川新聞社

主管：神奈川県高等学校視聴覚教育研究会校内放送委員会

日程一会場

く予選>1991年6月7日〔日〕県立金井高等学校

・実施部門：アナウンス、朗読、ラジオ番組（自由〕
。受け付け：9：00～9：30

・開会式：9：80～10：00

・審査打合：9：00～9：80

・審査開始:10:00

＊審査結果は後日、葉書で連絡する。電話問合わせは不可。

4．

＝

F,

＜本選＞1991年8月21日（日）県立港南台高等学校
・実施部門：全部門

。受け付け：9：15～9：45

・審査打合:9:00～9:30

・審査開始:10:00

・予選落選作品返却:12:00～13:00

・閉会式:16:00～17:00

－6－



一

5 ．参力口資才各

1992年6月現在、神奈川県高等学校視聴覚教育研究会加盟校に在学し
ている生徒であること。

6．吉BP弓一出場妻女I出場費

、

＊アナウンスと朗読に同一人が出場してはならない。

7．表彰

＊総合優勝:NHK横浜放送局長賞及び
＊総合準優勝：有隣堂賞及び同杯

＊アナウンス部門1～4位までの生徒は、神

閉会式の司会進行をお願いします。

同杯慰

神奈川高校芸術祭の開会式、

8．全E国大会一～‐才佳鳶毒

入賞者および入賞作品を上位より順に全国大会要領により推薦する。

9．署手杏基準

高校生として望ましいアナウンスメント、朗読、番組であること。
別紙、「審査の観点」に基づき、審査を行なう。

－7－

部門 出場数 出場費

研究発表

アナウンス

朗読

ラジオ番組

テレビ番組

本
名
名

１
２
２

課題・自由各1本

課題・自由各1本

円
円
円
円
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

８
５
５
８
８

１
１
１
１
１

部門 教育長賞 高視研会長賞

及びトロフィー

上位賞

研究発表

アナ・朗読

ラジ課・自

テレ課・自

1位

位
位
位

１
１
１

各
各
各

参加数による

位
位
位

６
４
４

一
一
一

１
１
１

各
各
各

同左

位
位
位

咽
８
８

一
一
一

７
５
５

各
各
各



10．言兎同月会一出場申しう乙呈氏

1992年5月16日（士〕14：30～17:00

県立金井高等学校

＊詳細は資料10，11を参照。

?主ﾗ言三富項11．

会場は土足厳禁。必ずスリッパまたは上履きを持参すること。

全部門を通じ、出場申し込みの変更は認めない。

放送台本・テープは出場1名・1本ごとに封筒に入れ、必要事項を記入

し、大会当日に受付に提出すること。テレビ番組・研究発表部門につい

①
②
③

ては、本選当日、受付に提出すること。

出場順等は、当日配布されるプログラムで確認すること。

役員校・委員校の係生徒の集合時刻は午前8時30分。
④
⑤

言昔夫見定石ｦ干究発表吉雁F弓12．

’

「

’
’

’

－8－

内
容

時間

人数

機
器
論文

台本

日常の校内放送活動の中から、放送にたずさわる喜びや問

題解決の努力または技術的な創意工夫などを発表する。

次の3種のみ。

S5minスライド映写機（及びスクリーン〕

カセットテープレコーダー

OHPC及びスクリーン〕

･上記を主催者が用意する。原則としてそれを使用するこ

と。

･上記8種について、自校のものを持ち込み使用すること

も認めるが、その場合は、出場カードにその旨、記載す

ること ◎

･創作した機器等を提示する場合は、上記8種以外も可。

7分G0秒～8分00秒以内。

発表にかかわる登壇者は6名以内。

1200字以内。2部。全国様式規定1。

2部。全国様式規定2および6。

角8封筒に入れ

台本表紙と同様

に記載する。
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1 3．アブーウ二／ユ吉低F弓一良月言売吉侭F弓言昔夫見定

、

14．言ラさ＞ズーーテ’一 ﾓご番糸且苦I5F弓ロヨ容夫見定

、

－9－

アナウンス部門 朗読部門

内
容

自
高
容
に

次の5作品から1編を選び、

自己の表現したい部分をきめ

て朗読する。作品の脚色は認

めない。

志賀直哉箸（新潮文庫〕

向田邦子箸〔新潮文庫）

」藤原正彦箸〔新潮文庫〕

モンゴメリ箸（新潮文庫〕

古典作品（指定なし〕
限る 。

時
間
1分10秒～1分30秒。

エントリー番号、校名、氏名

を含む◎

1分30秒～2分00秒。

エントリー番号、校名、氏名

作者名、作品名を含む。

原
稿
10部。全国様式規定3に従う。

角3封筒に入れ、原稿表紙と同様に記載する。

課題部門 自由部門

内
容

テーマ「われら高校生」

ラジオ・テレビの特性を生か

して、テーマを表現する。高

校生活に広く素材を求め、
ｰ

ア

－マの焦点化を工夫した独創

的な作品であること。

高校生活や地域社会とのかか

わりを考えた未来を見つめる

作品であってほしい。高校生

としての視点や独創的な取り

組みを大切にしたい。

高校生の創作に限る。

また、他のコンクールなどに参加した作品の参加は
認めない。
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〆

一

一J

〆

★全部門において、要領・規定に違反した場合は、失格・減点となる

ので、充分に注意すること。

－10－

日 寺間 スクリプト

一
シ

ジ
オ
番
組

①6分30秒～7分00秒。

②使用するデッキの回転誤差がありうるため

6分45秒程度が望ましい。

、

③録音はリーダーテープの直後から始め、最後

に「制作は00高等学校放送部〔委員会）で

した」というクレジットコールを入れる。

④審査ではテープを手回しし、リーダーテープ

の直後を見いだしてからデッキに入れ、ボー

ズの状態にする。

⑤計時はポーズ解除の瞬間から、クレジットコ

－ルの最後までとする。クレジットコールの

最後で再生は終え、その後にどんな音が入っ

ていても審査の対象とはしない。

①8部。

②全国様式

規定5お

よび6に

従って作

成するこ

と◎

③スクリプ

トも審査

対象であ

る。

テ
レ
ビ

番
組

①7分30秒～8分00秒。

②使用するデッキの回転誤差がありうるため、

7分45秒程度が望ましい。

③番組の前後に20秒ずつ全国様式規定7のテ

ストパタンを録画する。パタン中央の「全高

放」の文字は、自校の略称にかえてよい。下

には「00高等学校」と校名を入れる。

④計時は番組本体についてのみ行なう。但し 、

コンピューターグラフィック等を用いた動き

のあるテストパタンは作品の一部とみなし、

計時の対象とする。フェーダーも使用しない

こと ◎

①8部。

②全国様式

規定5お

よび6に

従って作

成するこ

と。

③スクリプ

卜も審査

対象であ

る◎
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ラニーア．－音二声

①往復録音時間80～60分の力

セットテープのA面を使用。B

面は消去。

②テープの種類は、BIAS:NORMAL，

EQ:l20juSで録音再生できるも
のならどのようなものでも可。

③ドルピー等のノイズリダクショ

ン方式を使用しないこと。

④審査はノーマルポジションでモ

ノラル再生をして行なう。

⑤全国様式規定4に従い必要事項

を記載した紙を、カセット本体

A面とケースに貼付すること。

①VTRはVHSC標準モード）

/3(IまたはⅡ〕、8mm(標準
モード）を使用する。

②ドルピー等ノイズリダクション

方式を使用しないこと。

③音声は1，2chをミックスし、

ノーマル再生する。〔ノーマル

トラックのみをモノラル再生す

る。HiFi等は使用しない。）

④全国様式規定4に従い必要事項

を記載した紙を、カセット本体

とケースに貼付すること。

言昔乾主ラ意

①スクリプト、テープを角2の封筒

に入れ、封筒の表にはスクリプト

表紙と同様の記載をすること。

②御17．卜｡雛蜂今〃､,いー(

危参fへ吃･ン

萩とつ上

Kタイz､湾いて

①スクリプト、テープを角2の封筒

に入れ、封筒の表にはスクリプト

表紙と同様の記載をする。

②自校のVTR及び接続ケーブルを

使って再生を行なう場合は、出場

申込カードにその旨記入する。

③8mmビデオを使用した場合、機材

･続ケーブルは、各校で用意する
こと 。

④8mm，16mフイルムを主体とした

もの、テレビ放送局の再録を主体

としたものは認めない。



審査員一覧

◎印はチーフ。大会当日での変更（移動）がありますのでご注意下さい。

総合審査委員長

総合副審査委員長

総合副審査委員長

須川光雄

藤田吉雄

岩崎章

〔県立座間）

(川崎市立商業）

(県立新城）

ファナウご／ユ吉低F弓

CA会場]:b会場］

◎石黒進（県立湘南）◎海部弘（県立大和東〕

原晶子〔県立五領ケ台〕藤本泰成（県立追浜〕

永塚勲（川崎市立商業）常山豊次（県立茅ケ崎北陵）

小坂邦弘（横浜創英短大女子）栂尾文江（法政大学第二）

山室利夫（洲野辺）津野理（県立川崎南〕

Mill弘（県立麻溝台）渡部忠昭（成美学園女子）

入月力（県立市ケ尾）横川清和（県立川崎工業）

小野瀬倫也（川崎市立川崎）関口勇（県立新栄〕

CA会場］

◎森山昌枝（法政大学女子）

安井清澄（県立弥栄東〕

上野観（県立厚木〕

桜井英臣（県立保士ヶ谷）

石橋勝信（武相〕

新井隆士（県立柏陽〕

増田滋津（カリタス女子）

佐藤良一（県立逗子）

良月言完吉暦F弓

[B会場］

◎高島穏子（県立横浜日野）

石川喜久（県立久里浜〕

北原ふみ子（県立茅ヶ崎西浜〕

小嶋毅（県立元石川〕

鹿目秀嘉（県立川崎北〕

浦山和博（県立川崎）

小林正英（県立城郷）

石井哲雄（県立橋本）

うこ＞オー番糸且帝ﾘｲ乍吉低F弓自由

CA会場][B会場］

◎加藤孝夫（県立大師〕◎山崎里見（横浜市立鶴見工業）

加藤九（県立鶴嶺〕石川順一（県立藤沢北）

桜井睦行（県立寒川〕山口敦郎（県立生田東）

矢吹孝弘〔県立生田〕原田実（川崎市立高潮

田代聡（県立荏田〕和田常雄（県立向の岡工業〕

渡辺輝彦〔県立横浜立野）関弘之（県立岡津〕

野中和哉（県立藤沢西〕小瀬村一博（県立小田原城北工業）

－12－

〆

一

戸



、

L

、

うこ＞式一番糸且帝リィ乍苦EF弓課是亘体選のみ）
◎松本聡（県立鶴見）

古賀勝彦（県立大和）

芳賀孝弘〔県立氷取沢）

山口悦子〔県立永谷〕

小林信孝（日本大学）

山田和彦〔県立有馬）

ラニレビ番糸且帝ﾘｲ乍吉低F弓課是亘
石汗究発表吉低F弓

◎古谷勝〔日本大学藤沢〕
吉田智彦〔県立磯子）

高木比呂志〔県立鎌倉〕

加藤啓〔川崎市立商業〕

井浦洋〔県立白山）

川手徹〔県立新羽）

丹野弘敏〔県立神奈川工業）

前田一穂〔県立逗葉〕

ラニレモご番糸且帝リィ乍苦BF弓自

◎中丸隆夫（東海大学附属相模〕

長岡豊〔向上）

布施光一（県立六シ川〕

枝村篤樹（県立横浜翠嵐〕

佐藤正（湘南工科大附属）
村田尚一〔県立津久井〕

田村昭（県立釜利谷）

市川泰男（横浜市立金沢）

－13－

由

(本選のみ〕

(本選のみ）



出場者及びエントリー一覧表
アナウンス部門

A会場

伽 学；交名 氏名 学年 Na 学校名

1県立清水ケ丘 山口幸紀 1 27県立港北

2県立藤沢北 佐々木章子 1 28横浜市立南

3鶴見女子 森谷麻紀子 3 29県立川和

4県立大和 新井奈実 1 30県立鶴嶺

5県立神奈川工業 鈴木学 2 31県立有馬

6県立湘南 小野田あゆみ 1 32県立厚木

7県立金井 丸山文 1 33県立寒川

8県立新栄 高木美和 2 34県立麻溝台

9県立保土ケ谷 坂本健太郎 2 35県立座間

10横浜創英短大女子 長谷川悦代 2 36県立相模大野

11横浜市立鶴見工業 吉丸幸一 1 37県立海老名

12県立元石川 鈴木正子 2 38東海大学附属相模

13法政大学女子 藤久保まゆ 2 39県立相武台

14県立大和東 永井恵理 3 40向上

15県立藤沢西 俵山美絵 1 41県立港南台

16県立瀬谷西 土田広 1 42県立川崎

17川崎市立川崎 宮崎正晃 3 43川崎市立商業

18カリタス女子 内田真貴 1 44県立生田

19県立釜利谷 中山理恵子 2 45県立小田原城内

20県立小田原城北工業 高橋真佐子 2 46法政大学第二

21県立六ツ川 橘初美 3 47相模女子大学高等部

22県立柏陽 橋本裕之 3 48県立柿生

23日本大学藤沢 柏木裕美子 3 49県立五領ヶ台

24湘南工科大学附属 久保圭一郎 3 50県立茅ヶ崎北陵

25県立横浜立野 渡辺綾 2 51県立横須賀

26県立磯子 高橋邦子 2

＜アナウこノユ 審査一窪見ﾉ気＞

1）取材．まとめ方

話の内容、構成やまとめ方はどうか。

2）内容の把握

内容をよく把握したしたアナウンスをしているか。

－14－

氏名 学年

石漬真奈美 3

佐藤文枝 3

但野陽子 3

坂本いづみ 2

新井清 3

松坂理子 2

風間信広 3 〆

岡部晶彦 2

山本真希子 3

岡野弘美 3

佐々木香織 1

中津恵美 3

吉浜琴美 1

八島しのぶ 2

平山祐衣 1

倉沢亜紀 3

石塚あさみ 2

大野明子 1

小田明子 2

小田創 1

大沢和恵 3

末吉真由美 2
〆‐

若月真葉

門伝幸子 3

山森平允 1



、

、

アナウンス部門

B会場

Na 学校名 氏名 学年 伽 学校名

1横浜市立鶴見工業 近藤雄祐 3 26相模女子大学高等部

2県立磯子 岩沢真紀子 1 27県立大和東

3県立港北 泉山水穂 3 28向上

4川崎市立川崎 大塚綾乃 1 29県立座間

5法政大学第二 藤島大介 2 30県立厚木

6県立小田原城内 三須恵美子 3 31県立瀬谷西

7県立小田原城北工業 松本明日香 2 32県立柏陽

8県立元石川 金子佳子 2 33県立保土ケ谷

9湘南工科大学附属 宮本恵立弥 3 34県立生田

10日本大学藤沢 小山明子 2 35県立海老名

11県立城郷 大塚裕美 3 36県立六ツ川

12県立麻溝台 磯崎陽子 2 37鶴見女子

13県立川崎 賀嶋喜美恵 3 38横浜市立南

14川崎市立商業 村田有紀 3 39県立鶴嶺

15カリタス女子 荒井清美 1 40県立清水ヶ丘

16県立川和 松下禰生 1 41県立相模大野

17横浜市立金沢 熊谷優子 2 42県立大和

18横浜創英短大女子 松本香織 2 43県立有馬

19法政大学女子 居山真希子 1 44県立横浜翠嵐

20東海大学附属相模 呉地英明 2 45県立逗葉

21県立多摩 萩塚正 3 46県立岡津

22県立横須賀 梅原仁美 1 47県立永谷

23県立五領ケ台 小川美香 48横浜市立戸塚

24県立湘南 小林純子 1 49県立神奈川工業

25県立寒川 小山由香 2 50県立藤沢北

8）話しかけ方

内容伝達の力、間の取り方など、アナウンスの仕方全般。

4〕基礎技術

発声・音量・イントネーション・アクセントなどはどうか。

5〕全体的な印象

1）～4〕以外の点で感じられたことも含む。

－15－

氏名 学年

細川智子 2

嶋田峰子 1

青柳ゆかり 3

龍野ミサ 2

山崎智子 2

小林博史 3

小林聡子 2

田中芽唯 2

高橋宏美 1

三橋亜矢 2

近藤竜也 1

山崎朋子 1

井上裕司 2

青山奈津美 2

高橋幸大 1

井上明子 1

星名史絵 1

秋元佳子 2

小川乃絵 2

内山恵理 2

野口寛子 3

宮貴子 3

田罵千与 2

橋本忍 2

枇杷木有加 2



朗読部門

1．和解

4．アンの青春

2．思い出トランプ

5．平家物語

A会場

〆

戸

<＜良月読音BF弓二審査一種見点＞－

1〕題材の選択

朗説部分の抽出の仕方はどうか。
2〕内容の把掘

作品全体及び抽出部分の内容をよく把握した上で朗読しているか。

－16－

脱 学 交名 氏名 学金
一
つ
ロ

1県立磯子 作 濁香織 2

2 県立横浜立野 黒‘ II知己 1

3横浜市立鶴見工業 熊谷剛 3

4法政大学女子 牧野亜希子 2

5県立永谷 永吉みう 3

6県立城郷 伊藤忍 3

7武相 宮代隆志 2

8向上 太田麻耶 1

9県立小田原城北工業 清水未央 3

10県立寒川 奈良真由美 2

11県立横須賀 神野愛 1

12横浜市立南 井野元悟 2

13県立麻溝台 岩城麗子 1

14県古泊涯 免出由美 2

15県立瀬谷西 久保智美 1

16県立平塚江南 佐草純号
Ｐ
一 3

17県立大師 阿部漣 3

18成美学園女子 北村紘弓
Ｐ
一 2

19県立逗葉 森下真身肯 3

20県立港南台 北村陶子 1

21県立柏陽 頭師朋子 2

22県立藤沢西 中森利子 1

23県立藤沢北 井上良子 2

24法政大学第二 手均啓介 3

25県立川崎 岩謝
一
智子 2

26県立弥栄東 鴫腸;美香 1

27県立大和 沖嬰貴美 1

28県立生田 市田真沙美 1

29県立茅ヶ崎西浜 平田彩子 3

30県立五領ケ台 秦野希
31県立清水ケ丘 湊健一 1

32県立川和 菊地俊夫 3

33県立厚木 小宮山洋子 1

恥 学；交名 氏名 学生
色
色
』

34川崎 T立 閉業
■
ｊ
の 艮岸リカ 1

35県立 璽間 大久保秀彦 3

36県立I箭栄 平山みどり 2

37横浜市立戸塚 松本朋枝 2

38県立元石川 若林あかり 3

39県立相模大野 村瀬香 2

40県立保土ケ谷 鈴木幸夫 2

41県立市ヶ尾 野海良子 2

42県立金井 徳永清子 1

43県立有馬 内藤かおり 3

44県立釜利谷 吉村美樹 2

45県立湘南 高橋悠子 1

46横浜市立金沢 涜崎葉子 2

47県立翠嵐 高岡亜夕子 2

48県立相武台 千田清峰代 1

49県立大和東 板橋しのぶ 3

50県立新羽 石渡雅子 2

51県立茅ヶ崎北騒 成田綾乃 3

52東海大学附属柱模 関野千鶴 3

53県立氷取沢 庄司将敏 3

54横浜創英短大女子 山口まゆ美 2

55 日本大学藤沢 石野典子 2

56県立新磯 松井慎一郎 3

57湘南工科大学附属 河井敬介 1

58カリタス女子 高原佳子 1

59県立鎌倉 藤原奈緒 2

60県立海老名 近藤優子 3

61県立小田原城内 小島孝子 2

62県立港北 尾上美香 1

63県立柿生 佐々木七海 1

64川崎市立川崎 鈴木奈奈 3

65県立六ツ川 青木清音 2



言

朗読部門
8．若き数学者のアメリカ2．思い出トランプ

5．平家物語

、

、

内容にあった表現方法、間の取り方など、朗読の仕方全般。

4〕基礎技術

発声・音量・イントネーション・アクセントなどはどうか。
5〕全体的な印象
1〕～4〕以外の点で感じられたことも含む。

－17－

肋 学 交名 氏名 学生
己
Ｃ
一

34県立小田‘頁城内 湯本真弓 2

35県立六ツ II 庄田美帆 1

36県立海老名 長島優子 2

37県立有馬 一之木香織 2

38県立川崎 平山あつこ 3

39県立厚木 原菜摘子 2

40県立新磯 坂元英之 2

41県立大和東 森栄恵 3

42向上 藤田裕弓
Ｐ
一 1

43県立座間 飯塚菜ボ§ 3

44県立麻溝台 幸田瀞畳 1

45鶴見女子 湯沢美￥§ 3

46県立相武台 永山幸恵 1

47県寸冬天m 相川麻紀 3

48横浜市立鶴見工業 新井清 2

49法政大学女子 田島彩子 2

50県立柏陽 高野靖史 2

51県立新栄 鈴木玲奈 2

52県立城郷 大塚綾 3

53県立神奈川工業 横野尚起 3

54県立横浜日野 川井知子 3

55川崎市立川崎 新倉桂吾 1

56県立湘南 稲田三有紀 1

57横浜市立金沢 吉田昇央 1

58県立清水ヶ丘 菊村まゆみ 3

59法政大学第二 田辺博崇 1

60武相 山王丸学 2

61県立弥栄東 畠山佳恵 3

62県立生田 杉山真哉子 2

63県立寒川 佐藤由香 2

64県立港北 遊佐久美子 2

65県立大師 堀千恵子 3

恥 学；交名 氏名 学生
ロ
ロ
室

1県立川和 松本文秀 2

2県立港南台 石井清美 2

3県立藤沢西 大井美香 1

4川崎市立商業 横戸寛子 3

5相模女子大学高等部 岡田朋子 2

6横浜市立南 久松摂子 2

7県立横浜立野 佐藤裕美 3

8横浜創英短大女子 斉藤千春 2

9県立大和 兼子宏美 1

10県立平塚江南 福田奈緒 3

11県立追浜 大島三佳 2

12東海大学附属相模 阿部香織 3

13県立藤沢北 有吉実保 1

14県立小田原城北工業 田中和恵 3

15県立鶴見 古泉聡子 2

16県立白山 清水久実子 2

17カリタス女子 長谷川弥生 1

18県立元石川 小川恵里奈 2

19県立相模大野 伊藤圭 1

20県立保土ケ谷 渡辺毅 3

21県立金井 山口真紀 1

22県立市ヶ尾 信川知也 2

23県立瀬谷西 豊嶋みどり 2

24日本大学藤沢 鈴木容子 3

25県立川崎工業 山口智照 2

26湘南エラ斗大学附属 管'川博伸 3

27県立横；頁賀 蕊沢一雄 1

28県立茅ヶ崎西浜 鈴木玲 2

29県立五領ケ台 藤ヂ:慶子

30県立親子 鈴木宏美 2

31県立鎌倉 中目真紀子 2

32成美学園女子 斉藤いずみ 2

33県立逗葉 ﾏｲｹﾙﾊ・ﾘｶー 3



ラジオ番組制作部門

言果是亘「才っ才しら1言うf交生」

<＜番糸且帝*sr存音13P弓 審査一雀見ﾉﾐﾐ＞
幸
一

1〕題材の選択

［課題部門］

「われら高校生」という総合テーマの下で、どのような題材がどのような視点で選択、
設定されているか。
［自由部門］

どのようなテーマがどのような視点で選択、設定されているか。
2〕内容・構成

テーマを生かすために、どのような取材や構成が行われているか。
制作の方法は適切か。

8）制作技術・効果

録音（録画）の技術はどうか。音楽や効果音が適切に使われているか。
4）アナウンス・ナレーション

アナウンス・ナレーションの技術はどうか。
5）全体的な印象

1）～4）以外の点で感じられたことも含む。

身

*放送台本も審査対象とする。

*機材の性能による画像ノイズなどは減点しない。
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恥

1

2

3

4

5

6

7
■■■■■■

8

9

10

11

12

13

14

15

16

学校名

県立座間

県立海老名

県立茅ヶ崎北陵

県立逗葉

県立＃

県立相模大野

県立柿生

川崎市立商業

川崎市立高津

県立生田

法政大学第二

県立元石川

県立神奈川工業

県立麻溝台

県立有馬

向上

南

制作代表者

亀島考道

木嶋幸子

清水孝夫

ﾏｲｹﾙﾊ、リカー

鈴木健史

野呂太一

村田有紀

佐々木真紀

岡部哲彦

手塚啓介

西本太一

水谷剛

一柳優子

佐々木真弓

鈴木裕斗

寸田論

学年

2

2

3

3

2

2

3

3

2

2

3

2

2

2

2

3

No.

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

学校名

横浜市立南

相模女子大学高等部

県立小田原城内

県立大船工業技術

県立鶴見

県立瀬谷西

横浜市立金沢

県立川和

県立岡津

日本大学

県立金井

東海大学附属相模

県立鎌倉

横浜市立鶴見工業

県立藤沢北

制作代表者

金子智弘

川原可子

小島孝子

沼田一稔

木村雅史

松下幸生

田中宏幸

佐

仲

山口裕幸

太田励

溝洲純子

三橋りか

近藤

宮崎

§利恵

F真木子

隆祐

p子

些佳

寺0

1

2

2

3

2

2

2

2

3

3

2

3

2

3

2
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ラジオ番組制作部門

自E白

A会場

JUl

B会場

翌

司

’
1

’
’
一

一~一－－－－
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伽 学校名 制作代表者

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

東海大学附属相模

横浜市立南

県立鶴嶺

県立六ツ川

日本大学

県立白山

県立百合丘

川崎市立商業

県立川崎工業

県立横浜立野

県立港南台

県立生田東

県立瀬谷西

横浜市立鶴見工業

栗原祐一

小林健太郎

竹内法子

福嶋秀子

山口裕幸

清水久実子

花村有香

木村雄一

山下裕美

長谷川岳

山口明生

山浦壮士

南候仁

近藤雄祐

3

2

2

2

3

2

3

1

2

2

2

2

3

3

Uq〆ー

No.

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

学校名

県立湘南

横須賀市立横須賀

県立柿生

日本大学藤沢

県立藤沢北

法政大学第二

県立大和

県立橋本

相模女子大学高等部

県立麻溝台

県立相模大野

県立鎌倉

県立久里浜

制作代表者

浅井和幸

国分正太郎

菊野洋一郎

柏木裕美子

1

工藤寛之

神原浩

早坂望

三浦由美

恩田理子

原田和彦

広富あおい

渡部龍太

}木光春

些住
Uロ

2

1

3

3

3

3

2

2

3

2

1

2

3

Ⅲ 学校名 制作代表者

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

岨
一
週

県立平塚江南

県立茅ヶ崎北陵

県立茅ヶ崎西浜

県立有馬

県立寒川

県立追浜

県立横須賀

県立逗葉

横浜市立戸塚

県立茅ヶ崎

県立厚木

県立弥栄東

法政大学女子

保坂正勝

高木優

鈴木玲

押田佳久

塚越隆

柴田智洋

山森平允

佐々木佳生

小林直子

副島須賀子

梅津健太郎

椛沢洋美

野崎真樹子

3

3

2

2

3

3

1

3

2

3

2

3

2

Na

14

15

陥
一
Ⅳ

18

19

20

21

22

23

24

25

26

学校名

県立川崎

県立生田

県立川崎北

県立小田原城北工業

県立岡津

県立横浜日野

県立相武台

県立座間

県立新栄

県立海老名

県立横浜翠嵐

県立荏田

鶴見女子

制作代表者

桜井正子

山中祐理子

渡辺朗

田中和恵

舷木桂子

高橋昌弘

日野原康正

広瀬誠

栗栖仁志

関口知恵

藤平信行

山下修

野村祐美

､▼”一一

印U

2

2

2

3

2

3

2

3

2

3

2

3

3



テレビ番組制作部門
言果是亘「才っ才しら1高木交生」

瀞函

テレビ番組制作部門

自由

研究発表部門

jロⅡI
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U

No. 学校名 制作代表者

11

12

13

14

15

16

17

18

19

向上

法政大学第二

県立有馬

県立座間
I

県立生田

県立相模大野

東海大学附属相模
県立金井

浜市立南

榎本和人

北村善仁

佐野慎太郎

見目啓太

福澄崇

宮川貴行

野口朱美

伴剛宏

金子映夫

3

3

2

2

1

3

1

2

琴拝
Nq

1

2

3

4

5

6

７
’
８

9

10

学校名

川崎市立川崎

川崎市立商業
】

麻布大学附属洲野辺

県立新栄

県立白山

県立川崎南

日本大学藤沢

県立多摩

横浜市立鶴見工業

を浜市立金沢

制作代表者

宮崎光男

横戸寛子

佐藤光

木村康宏

鈴木能一

川村栄輝

山崎智充

小口真也

森政文

吉丸幸一

学年

3

3

2

3

3

3

3

3

3

1

No.

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

学校名

県立生

川崎市立商業

県立津久井

横浜市立南

県立白山

県立相模大野

日本大学藤沢

県立川崎工業

法政大学第二

県立座間
県立向の岡工業

引

制作代表者

京極大輔

永嶺孝男

石井建典

井上裕司

脇田英治

徳山則秀

田口陽介

宇佐美郭史

安田正明

川田員

演田貴史

学年

3

3

2

2

2

1

3

2

3

3

3

Nq

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

学

麻布大学附属洲野辺

県立麻溝台

県立有馬

県立相武台

横､

東1

県立大和東

県立元石川

川崎市立川崎

向上

県立新栄

;市立鶴見工業

§大学附属相模

随名 制作代表者
夕

平田奈保子

中津幸夫

立浪規裕

吉丸幸一

棟方香；

立花真一郎

岩谷拓郎

那須幸二

中村綾利

:村康宏

山信人

学年

3

1

2

3

1

3

2

2

3

3

2

■■

恥

4

5

学校名

県立座間
I 浜市立 曾見工業

制作代表者

山本真希子
熊谷剛

＝＝

4J

3

3

Nq 学校名 制作代表者

1

2

3

相模女子大学高等部

県立有馬

法政大学第二

川平陽子
、
Ｕ
ご
』

鈴木雄二

辺将玄

2

3

3

＝唇



『
』

出場校及び参加部門別本数一覧

《横浜地区》 《横須賀・三浦地区》

《湘南地区》

《西湘・北相地区》

■

《川崎地区》
■■■■■■■■■

研発

I

－21－

学校名 アナ 朗読

県立錨見

県立横浜翠嵐

県立川和

県立拍隠

県立横浜立野

県立横浜日野

県立港北

県立港南台

県立市ケ尾

県立清水ヶ丘

県命今井

県立白山

県立新羽

県立岡津

県立顔子

県立瀬谷西

県立葬田

県立保土ケ谷

県立新栄

県立氷取沢

県立元石川

県立釜利谷

県立永谷

県立六シ川

県立城郷

県立神奈川工業

横浜市立戸塚

横浜市立金沢

横浜市立南

横浜市立越見工業

成美学園女子

横浜創英短大女子

観見女子

法政大学女子

日本大学

武相

横浜地区合計

1

2

2

1

2

1

2

1

1

2

2

2

1

2

I

1

2

1

2

I

1

2

2

2

2

2

41

1

1

2

2

2

1

2

2

2

2

Z

1

1

2

2

2

2

1

2

2

1

2

2

1

1

2

2

2

2

2

1

2

2

56

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

11

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

16

1

1

1

1

1

1

6

1

1

1

1

1

5

1

1

2

3

5

4

4

2

4

4

2

4

5

4

1

3

4

6

1

4

6

1

6

3

2

5

3

4

3

5

8

9

2

4

4

5

2

2

136

声酉 ゲー テ課 テ自 研発 合計 学校名 アナ 朗読 ラ課

県立横須賀

県立追浜

県立逗葉

県立久里浜

横須賀市立横須賀

横三地区合計

2

1

3

2

2

2

’6

1

1

1

1

1

1

1

5 0 0 0

5

3

5

1

1

15

ゴー ”四 テ自 研発 合計

学校名 アナ 朗読

県立平塚江南

県立鍾倉

県立湘南

県立茅ケ崎

県立茅ケ崎北陵

県立錨嶺

県立藤沢西

県立藤沢北

県立五領ケ台

県立寒川

県立茅ヶ崎西浜

県立大船工業技術

日本大学藤沢

湘南工科大学附属

湘南地区合計

2

1

2

1

2

2

2

2

2

16

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

21

1

1

1

1

1

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

10

1

1

1

1

’

0

3

4

‐6

11

4

3

3

6

4

5

3

1

7

4

54

一一 グー ”ー テ自’ 研発 合計

学校名

県立小田原城内

県立小田原城北工業

県立大和

県立厚木

県立津久井

県立座間

県立麻溝台

県立檎本

県立相武台

県立海老名

県立大和東

県立有馬

県立弥栄東

県立新磯

県立相模大野

相模女子大学高等部

麻布大学附属淵野辺

東海大学附属相模

向上

西湘北相地区合計

総計

アナ

2

2

2

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

27

101

朗読

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

31

130

ラ課

1

1

1

1

1

1

1

1

1

9

31

ラ自

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

13

53

テ課

1

1

1

1

I

1

6

19

テ自

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

10

22

研発

1

1

■

3

5

合計

5

5

5

5

1

9

7

1

5

6

5

9

3

2

8

6

2

8

7

~99

361

学校名 アナ 朗競 ラ課 ラ自 テ課 テ自

県立川崎

県立多摩

県立生田

県立川崎北

県立百合丘

県立柿生

県立生田東

県立川崎南

県立大師

県立川崎工業

県立向の岡工

2

1

2

1

2

2

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

I

5

2

8

1

1

4

1

1

2

3

1

法政大学第二

|カリタス女子

川崎地区合計

2

2

14

2

2

16

1

5

1

9

1

6

1

6

1

1

9

4

57

I崎市立商業 2 2 1 1 1 1 8

崎市立川崎

崎市立高津

2 2

1

1 1 6

1

合計
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諸 注 意

1．校舎内、体育館内は土足厳禁です。特に体育館では、体育館履きを忘れた人

は素足で入場して下さい。

2．飲食は南棟8，4階の控室以外では禁止します。

3．所定のゴミ箱以外には、絶対にゴミを捨てないで下さい。

4．立入禁止区域に入らないこと。また、教室内の私物には手をふれぬこと。

その他あらゆる点で、会場校に迷惑をかげないよう、考えて行動すること。

5．審査中は静かにして下さい。

会場内は勿論、廊下でも静かに。会場への出入りは、審査の境目にすること。

8．作品、スクリプト等の受け渡しは各会場で行います。提出時間に遅れないよ

うに。

7．アナウンス、朗読の出場者は早めに各会場で待機していること。

8 予選落選作品は、本選日（6月2旧）の12:00～13:00に県立港南台高等学校

で返却します。審査用紙と「落選作品の順位の目安」を同時にお渡しします。

当日、受け取りにこなかった学校の分は廃棄されます。

望



第39回

NHK杯全国高校放送コンテスト

神奈川県大会本選

時
所
催
援

日
場
主
後

平成4年6月21日（日)AM9I15-

県立港南台高等学校

神奈川県高等学校視聴覚教育研究会

神奈川県教育委員会

NHK横浜放送局

有隣堂

朝日新間社横浜支局

神奈川新聞社

神奈川県高等学校視聴覚教育研究会校内放送委員会主管
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日程

受付

審査員打ち合わせ

審査開始

午前の部終了

9：45

9：80

一
一
５
０
０
０

１
０
０
０

●
●
●
●
●
●
●
●

９
９
０
２
１
１

･昼食時間・予選落選作品返却

午後の部開始

審査終了

閉会式

８
６
７

１
１
１

00

00

00～18：00

､

巨月会式忽欠第

開式17時

1．挨拶 大会会長

大会顧問

森
野
西
関

Ｉ訓
亘

2．審査講評 各部門審査チーフ・特別審査員(NHK横浜）

審査委員長須川光雄
~、

8．結果発表

4．賞状・トロフィー授与大会会長 西森二郎

杉浦敏昭5．諸連絡実行委員長

閉式

＊全国大会出場者(校)への諸連絡 実行委員長

＊スクリプト・作品返却

－1－



会場案内図

｢~審査会場配置
アナウンス4階1年8組教室

朗読4階1年6組教室

ラジオ課題4階1年9組教室

ラジオ自由4階2年2組教室

テレビ課題5階社会科講義室

研究発表5階社会科講義室

（テレビ課題審査終了後）

テレビ自由5階視聴覚教室

運営

本 部

審査員控室

審査補助係打合

集計室

電算室

来賓室

落選作返却

閉会式

2階会議室

2階会議室

2階物理教室

2階男子更衣室

2階天秤室

1階第二応.接室

4階美術室前廊下

体育館
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役員
▲

覧

1．大会会長 西森二郎 (県立大岡高等学校〕

2．大会副会長 清水保善 (県立汲沢高等学校）

大会副会長 高野陽一 (東横学園大倉山高等学校）

8．大会顧問 関野亘 (県立瀬谷西高等学校）
〆

4．大会実行委員長 杉浦敏昭 (県立平塚江南高等学校〕

5．大会総合審査委員長須川光雄 (県立座間高等学校〕

6．大会総合審査副委員長藤田吉雄 (川崎市立商業高等学校）

大会総合審査副委員長岩崎章 (県立新城高等学校）

7．大会実行委員

本部 金子和明 (県立金井高等学校）

〆

受付 平田ますみ（県立菅高等学校）

審査補助 片山浩行〔横浜市立戸塚高等学校）

審査補助 本田博都（県立海老名高等学校）

集計 石川一浩（県立小田原城内高等学校）

集計 川口修（県立百合丘高等学校〕

会計 石川岩夫（県立相模大野高等学校）
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役員校・委員校業務分担

ぐf受員校＞

･県立平塚江南：杉浦敏昭（委員長）・県立海老名：本田博都(副委員長）

･横浜市立戸塚：片山浩行（副委員長）・県立百合丘：川口修（副委員長）

・県立金井：金子和明（副委員長）・県立小田原城内：石川・一浩(副委員長）

・県立菅：平田ますみ(副委員長）・県立相模大野：石川岩夫(会計）

＜委員校＞

◎横浜

・県立港南台：竹原

・県立川和：進藤

・鶴見女子：多城

・県立港北：藤田

・県立清水ヶ丘：笠原

・横浜市立南：大森

◎湘南

・県立茅ヶ崎

・県立大船工業技術

:角田鈴子

:小沢元

一
明
尚

亘
潤
淳
健
博
俊

、

◎北相

・県立新磯

・相模女子大学高等部

・県立相武台

:川内野敏郎

:角田亨

:大庭孝則

◎川崎

・県立柿生 ◎横須賀・三浦・西湘

・県立横須賀

中村和広

:演口幸治

＜業務分-主旦〔人数＞＞

◎本部・金井（4）・平塚江南（4）

◎受付・戸塚（4）

◎会場・港南台（4）

◎電算・戸塚（3）・小田原城内（8）・相模大野（8）・海老名（8）

~、

◎審査補助

・アナ

・朗読

・ラ課題

相武台（3）

南（8）

横須賀（8）

平塚江南（4）

鶴見女子（4）

茅ヶ崎（8）

･ラ自由

･テ課研

･テ自由

･ラ課自清水ヶ丘（8）

･テ課自南（8）

柿生（8）

川和（3）

◎集計・アナ

・朗読
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b

p

遊皇茎哩迎づ冗乱

'伽ｾﾆ州仰－－<締職互fsfc>
,ぅ,寸何'J,ﾏﾘ．

実施要領
'1丁そうっ雁之Li*O)も、

'TiL目的説些糾恥厭り〃
寿補!?いい誼代に牛菱墨宮坊牛の曹かttA問枇の脊虎ﾚ．夫い鏡代に生きる高校生の豊かな人間性の育成と、未来への展望をもつ人間と

しての成長をめざし、高等学校の特色ある教育活動の中枢となる校内放送

活動の健全な育成と放送教育の推進をはかる。

2．オコら吃、

8

4

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

美しく豊かな日本語を大切にする心情を育て、あわせて話す力、

する力を高める。

校内マスコミの送り手としての自覚と創造性を育てる。

学園生活の中にうるおいを育て、心のふれあいの場をつくる。

発展する社会に対し、放送の果たす役割を学ぶ。

国際理解を深め、人間尊重の心を培う放送の働きを確かめる。

ヨ三f崖一後才髪・ヨ三管

主催：神奈川県高等学校視聴覚教育研究会

後援：神奈川県教育委員会、NHK横浜放送局、有隣堂、

朝日新聞社、神奈川新聞社

主管：神奈川県高等学校視聴覚教育研究会校内放送委員会

日程一会場

く予選＞1991年6月7日〔日〕県立金井高等学校

・実施部門：アナウンス、朗読、ラジオ番組（自由）

．受け付け:9:00～9:30

・開会式：9：80～10:00

・審査打合：9：00～9：80

・審査開始:10:00

＊審査結果は後日、葉書で連絡する。電話問合わせは不可。

＜本選＞1991年6月21日（日）県立港南台高等学校

・実施部門：全部門

．受け付け：9：15～9：45

・審査打合：9：00～9：80

・審査開始:10:00

・予選落選作品返却：12：00～13:00

・閉会式:16:00～17:00

－6－
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5．参力口資木各

1992年6月現在、神奈川県高等学校視聴覚教育研究会加盟校に在学し
ている生徒であること。

e.asp弓一出場委文．且二%場費

､

＊アナウンスと朗読に同一人が出場してはならない。

7．表彰

、

＊総合優勝:NHK横浜放送局長賞及び

＊総合準優勝：有隣堂賞及び同杯

＊アナウンス部門1～4位までの生徒は、神

閉会式の司会進行をお願いします。

同杯

神奈川高校芸術祭の開会式、

8．全匡国大会一～の才佳薦

入賞者および入賞作品を上位より順に全国大会要領により推薦する。

9．毛琴杏基準

高校生として望ましいアナウンスメント、朗読、番組であること。

別紙、「審査の観点」に基づき、審査を行なう。

－7－

部門 出場数 出場費

研究発表

アナウンス

朗読

ラジオ番組

テレビ番組

本
名
名

１
２
２

課題・自由各1本

課題・自由各1本

円
円
円
円
円

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

８
５
５
８
８

１
１
１
１
１

部門 教育長賞 高視研会長賞

及びトロフィー

上位賞

研究発表

アナ・朗読

ラジ課・自

テレ課・自

位
位
位
位

１
１
１
１

各
各
各

参加数による

位
位
位

６
４
４

一
一
一

１
１
１

各
各
各

同左

位
位
位

姻
８
８

一
一
一

７
５
５

各
各
各



10．言兇同月会・出場申しう込み

1992年5月16日〔士)14:30～17:00

県立金井高等学校

＊詳細は資料10，11を参照。

注意事工頁11．

①
②
③

会場は土足厳禁。必ずスリッパまたは上履きを持参すること。

全部門を通じ、出場申し込みの変更は認めない。

放送台本・テープは出場1名・1本ごとに封筒に入れ、必要事項を記入

し、大会当日に受付に提出すること。テレビ番組・研究発表部門につい
〆

ては、本選当日、受付に提出すること。

出場順等は、当日配布されるプログラムで確認すること。

役員校・委員校の係生徒の集合時刻は午前8時30分。

④
⑤

瀞F究発表苦BP弓 言昔夫見定12．

〆

－8－

内
容
日常の校内放送活動の中から、放送にたずさわる喜びや問

題解決の努力または技術的な創意工夫などを発表する。

時間 7分00秒～8分00秒以内。

人数 発表にかかわる登壇者は6名以内。

機
器

次の8種のみ。

35inmスライド映写機（及びスクリーン〕

カセットテープレコーダー

OHP(及びスクリーン）

･上記を主催者が用意する。原則としてそれを使用するこ

と。

･上記8種について、自校のものを持ち込み使用すること

も認めるが、その場合は、出場カードにその旨、記載す

ること ◎

･創作した機器等を提示する場合は、上記8種以外も可。

論文

台本

1200字以内。2部。全国様式規定1。

2部。全国様式規定2および6。

角3封筒に入れ

台本表紙と同様

に記載する。



13．アナウ二ノス吉低F弓一良月言完苦ISP弓言昔夫見定

、

14．宮ラさ＞ゴーーテ’一 Iご番糸且吉f5P弓P可容夫見定

~、

－9－

アナウンス部門 朗読部門

内
容

自
高
容
に

次の5作品から1編を選び、

自己の表現したい部分をきめ
の

て朗読する。作品の脚色は認

めない。

志賀直哉著（新潮文庫〕

向田邦子箸（新潮文庫）

」藤原正彦箸（新潮文庫〕

モンゴメリ著（新潮文庫〕

古典作品〔指定なし）

限る 。

時
間
1分10秒～1分30秒◎

エントリー番号、校名、氏名

を含む◎

1分30秒～2分00秒◎

エントリー番号、校名、氏名

作者名、作品名を含む。

原
稿
10部。全国様式規定3に従う ◎

角8封筒に入れ、原稿表紙と同様に記載する。

課題部門 自由部門

内
容

テーマ「われら高校生」

ラジオ・テレビの特性を生か

して、テーマを表現する。高

校生活に広く素材を求め、
ｰ

ア

－マの焦点化を工夫した独創

的な作品であること。

高校生活や地域社会とのかか

わりを考えた未来を見つめる

作品であってほしい。高校生

としての視点や独創的な取り

組みを大切にしたい。

高校生の創作に限る。

また、他のコンクールなどに参加した作品の参加は

認めない。



15．雪ラさ＞ズーーテ1－ Iご番糸目吉低F弓 言者夫見定
ﾛ■■■■

■■■■

■■■■

■■■■

／

〆

★全部門において、要領・規定に違反した場合は、失格・減点となる
ので、充分に注意すること。

－10－

日 寺間 スクリプト

一
フ

ジ
オ
番
組

①6分30秒～7分00秒。

②使用するデッキの回転誤差がありうるため

6分45秒程度が望ましい。

、

③録音はリーダーテープの直後から始め、最後

に「制作は00高等学校放送部（委員会〕で

した」というクレジットコールを入れる。

④審査ではテープを手回しし、リーダーテープ

の直後を見いだしてからデッキに入れ、ボー

ズの状態にする。

⑤計時はポーズ解除の瞬間から、クレジットコ

一ルの最後までとする。クレジットコールの

最後で再生は終え、その後にどんな音が入っ

ていても審査の対象とはしない。

①8部。

②全国様式

規定5お

よび6に

従って作

成するこ

と◎

③スクリプ

卜も審査

対象であ

る◎

一
テ
レ
ビ

番
組

①7分30秒～8分00秒◎

②使用するデッキの回転誤差がありうるため

7分45秒程度が望ましい。

、

③番組の前後に20秒ずつ全国様式規定7のテ

ストバタンを録画する。パタン中央の「全高

放」の文字は、自校の略称にかえてよい。下

には「00高等学校」と校名を入れる。

④計時は番組本体についてのみ行なう。但し 、

コンピューターグラフィック等を用いた動き

のあるテストパタンは作品の一部とみなし、

計時の対象とする。フェーダーも使用しない
こと ◎

①8部。

②全国様式

規定5お

よび6に

従って作

成するこ

と◎

③スクリプ

トも審査

対象であ

る◎



、

~、

■■■■

■■■■

■■■■

■■■■

テ ープ．－音声 言昔葱主意

①往復録音時間80～60分の力 ①スクリプト、テープを角2の封筒
セットテープのA面を使用。B に入れ、封筒の表にはスクリプト

面は消去。 表紙と同様の記載をすること。

②テープの種類は、BIAS:NORMAL，

EQ:120^Sで録音再生できるも

のならどのようなものでも可。

③ドルビー等のノイズリダクショ

ン方式を使用しないこと。

④審査はノーマルポジションでモ

ノラル再生をして行なう。

⑤全国様式規定4に従い必要事項

を記載した紙を、カセット本体

A面とケースに貼付すること。

①VTRはVHS(標準モード） ①スクリプト、テープを角2の封筒

BCIまたはⅡ〕、8皿（標準 に入れ、封筒の表にはスクリプト

モード）を使用する。 表紙と同様の記載をする。

②ドルビー等ノイズリダクション ②自校のVTR及び接続ケーブルを

方式を使用しないこと。 使って再生を行なう場合は、出場

申込カードにその旨記入する。
③音声は1，2chをミックスし 、

ノーマル再生する。（ノーマル ③8mmビデオを使用した場合、機材
トラックのみをモノラル再生す ･続ケーブルは、各校で用意する

る。HiFi等は使用しない。） こと ◎

④全国様式規定4に従い必要事項 ④8mm，16mフイルムを主体とした

を記載した紙を、カセット本体 もの、テレビ放送局の再録を主体

とケースに貼付すること。 としたものは認めない。
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審査 員 責
△

◎印はチーフ

★印は特別審査員

大会当日での変更 （移動 ） がありますのでご 注意下 さい

総合審査委員長

総合副審査委員長

総合副審査委員長

須川光雄

藤田吉雄

岩崎章

く
く
く

県立座間）

川崎市立商業

県立新城）

）

アナウごノユ苦15P弓

◎海部弘（県立大和東〕

★佐野英治(NHK横浜）

藤本泰成（県立追浜〕

常山豊次（県立茅ケ崎北陵〕

栂尾文江（法政大学第二）

淫野理（県立川崎南〕

小野瀬倫也（川崎市立川崎）

関口勇（県立新栄）

良目言語吉15P弓

◎森健（法政大学女子）

安井清澄（県立弥栄東）

上野酸（県立厚木〕

福士和彦（県立保土ケ谷〕

鹿目秀嘉〔県立川崎北〕

尾形敏幸（県立柏陽〕

加藤正彦〔カリタス女子）

柴田真理子（県立元石川〕

秋野富士雄（県立川崎）

〆

ざ〆刻一番糸且帝リイ乍吉BF弓言果是亘

◎松本聡（県立鶴見〕

古賀勝彦〔県立大和）

芳賀孝弘（県立氷取沢〕

山口悦子（県立永谷〕

小林信孝（日本大学〕

山田和彦（県立有馬〕

横川清和（県立川崎工業）

言う
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、

~、

うざ＞ゴー番糸且帝リヂ惇苦15P弓自由
◎山崎里見（横浜市立鶴見工業〕
加藤孝夫（県立大師）

加藤九（県立鶴嶺〕

桜井睦行〔県立寒川）

原田〔県立藤沢北〕

関弘之（県立岡津〕

渡辺輝彦（県立横浜立野）

テ1一

石汗究
ビ番糸且帝リf雇吉15P弓
発表音15P^

◎古谷勝（日本大学藤沢〕
吉田智彦（県立磯子）

高木比呂志（県立鎌倉）

加藤啓（川崎市立商業）

井浦洋（県立白山〕
川手徹（県立新羽〕

丹野弘敏（県立神奈川工業〕

前田一穂（県立逗葉）

言果是亘

テ 1－1ざ番糸且帝リイ乍吉15P弓自
◎中丸隆夫（東海大附属相模〕
★渡辺弘(NHK横浜）
長岡豊（向上）

布施光一（県立六シ川〕

枝村篤樹（県立横浜翠嵐〕

佐藤正（湘南工科大付属）

村田尚一（県立津久井）
田村昭（県立釜利谷）

市川泰男（横浜市立金沢〕

－13－
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たりtV'Mi)

^k>r

u'̂

J.V11

価9
f腰'，
.J可部

_;袋
Î'i高紳i，
;j>'-J司手
年恥|予選’学校名氏名
329A9県立保土ケ谷坂本健太郎

230A13法政大学女子藤久保まゆ

331A28横浜市立南佐藤文枝

332B3県立港北泉山水穂

133A25県立横浜立野渡辺綾

234A42県立川崎倉沢亜紀

135A50県立茅ケ崎北陵門伝幸子

336B28向上青柳ゆかり

237A29県立川和但野陽子

238A31県立有馬新井清

239A43川崎市立商業石塚あさみ

240B6県立小田原城内三須恵美子

241A20県立小田原城北工業高橋真佐子

342A47相模女子大学高等部大沢和恵

243A22県立柏陽橋本裕之

144B17横浜市立金沢熊谷優子

145B15カリタス女子荒井清美

246B44県立横浜翠嵐小川乃絵

247B24県立湘南小林純子

148A16県立瀬谷西土田広

249B20東海大学附属相模呉地英明

350A37県立海老名佐々木香織

251B43県立有馬秋元佳子

252A15県立藤沢西俵山美絵

353A32県立厚木松坂理子

254A21県立六ツ川橘初美

255B33県立保土ケ谷田中芽唯

｜雨予選学校名｜氏名学年
1B21県立多摩萩塚正3

2B38横浜市立南井上裕司2

3A3鶴見女子森谷麻紀子3

4B31県立瀬谷西小林博史3

5B16県立川和松下禰生

6A26県立磯子高橋邦子2

7B37鶴見女子山崎朋子

8346県立岡津野口寛子3

9B29県立座間届､龍野ミサ2
10B25県立寒川、ｴ'／小山由香2

11B12県立麻溝台磯崎陽子2

12B35県立海老名三橋亜矢2

13B32県立柏陽小林聡子2

14A23日本大学藤沢柏木裕美子3

15B30県立厚木山崎智子2

16B34県立生田高橋宏美

17A41県立港南台平山祐衣

18B26相模女子大学高等部細川智子2

19A12県立元石川鈴木正子2

20B19法政大学女子居山真希子l

21A40向上八島しのぶ2

22B13県立川崎賀嶋喜美恵3

23B48横浜市立戸塚田罵千与2

24B49県立神奈川工業橋本忍2

(L25A35県立座間山本真希子3

包盃B5法政大学第二藤島大介2
27A30県立鶴嶺坂本いづみ2

28B14川崎市立商業村田有紀3

②

云
却
雪
、
ｎ
コ

》
２
２
３
３
－
２
３
３
３
ｌ
３
３
２
ｌ
３
ｌ
２
３
３
２
１
２
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
２
－
１
ｌ
２
ｌ
１
Ｔ
－
３
２
－

３
’
２

A9
一

A13

B21
－

B38

森谷麻紀子

小林博史

A28
一

B3

A3
－

031

~

、シ〃

県立寒川

県立麻溝台

県立海老名

県立柏陽

県立有馬

川崎市立商業

県立小田原城内

県立小田原城北工業

２
－
２

畑
一
蝿
一
郎
一
伽

磯崎陽子

三橋亜矢 ２
一
一
２

法政大学女子

向上

県立川崎

横浜市立戸塚

県立海老名

県立有馬

３
－
２

〆

＜ファナウンユ吉br弓ご審査の雀見J気＞

1〕取材.まとめ方

話の内容、構成やまとめ方はどうか。

2〕内容の把握

内容をよく把握したアナウンスをしているか。

8）話しかけ方

内容伝達の力、間の取り方など、アナウンスの仕方全般。

4〕基礎技術

発声・音量・イントネーション・アクセントなどはどうか。

5〕全体的な印象

1)～4)以外の点で感じられたことも含む。
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朗読部門

1．和解

4．アンの青春

2．思い出トランプ

5．平家物語

8．若き数学者のアメリカ

１
１

□

＜朗読部門：審査の観点＞

1）題材の選択

朗読部門の抽出の仕方はどうか。

2）内容の把握

作品全体及び抽出部分の内容をよく把掴した上で朗読しているか。

8〕表現の仕方

内容にあった表現方法、間の取り方など朗読の仕方全般。

4〕基礎技術

発声・音量・イントネーション・アクセントなどはどうか。

5）全体的な印象

1〕～4）以外の点で感じられたことも含む。
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恥

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

2U

:,i

22

23

24

25

予選

A34

A44

î;)

B54

A20

05

A41

B38

B31

A43

B45

A52

A45

B44

B49

B36

B18

B22

iM

ABO

A50

B43

A24

B50

A16

学校名

川崎市立商業

県立釜利谷

法政大学第二

県立横浜日野

県立港南台

相模女子大学高等部

県立市ケ尾

県立川崎

県立鎌倉

県立有馬

餌見女子

東海大学附属相模

県立湘南

県立麻溝台

法政大学女子

県立海老名

県立元石川

県立市ケ尾

川崎市立商案

県立海老名

県立新羽

県立座間

法政大学第二

県立柏陽

県立平塚江南

氏名

根岸リカ

吉村美樹

田辺博崇

川井知子

北村陶子

岡田朋子

野海良子

平山あつこ

中目真紀子

内藤かおり

湯沢美秘

関野千鶴

高橋悠子

幸田清華

田島彩子

長島優子

小川恵里奈

信川知也

横戸寛子

近藤優子

石渡雅子

飯塚菜穂

手塚啓介

高野端史

佐草純子

学年

1

2

1

3

1

2

2

3

2

3

3

3

1

1

2

2

2

2

3

3

2

3

3

2

3

恥

26

27

28

29

3U

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

4!

42

43

“

45

46

47

48

49

50

予選

A61

B37

029

A15

B24

B14

a-;

A14

A35

A38

A21

A17

A26

B2c

BV3

B17

A2S

B15

A37

A3G

01

034

B62

A25

A49

学校名

県立小田原城内

県立有馬

県立五領ヶ台

県立瀬谷西

日本大学藤沢

県立小田原城北工業

法政大学女子

県立追浜

県立座間

県立元石川

県立柏陽

県立大師

県立弥栄東

県立茅ケ崎西浜

県立瀬谷西

カリタス女子

県立茅ケ崎西浜

県立観見

横浜市立戸塚

県立相模大野

県立川和

県立小田原城内

県立生田

県立川崎

県立大和東

氏名

小島孝子

一之木香織

藤井慶子

久保智美

鈴木容子

田中和恵

牧野亜希子

免出由美

大久保秀彦

若林あかり

頭師朋子

阿部江里子

鴫原美香

鈴木玲

豊嶋みどり

長谷川弥生

平田彩子

古泉聡子

松本朋枝

村瀬香

松本文秀

湯本真弓

杉山真哉子

岩瀬智子

板橋しのぶ

学年

2

2

1

3

3

2

2

3

3

2

3

1

2

2

1

3

2

2

2

2

2

2

2

3



ジオ番組制作部門
ー

フ

冒果是亘「オっオしら言才交生－1

I

g
－

？
■

戸

ラ ジオ番組制作部門

自由

二

１
１
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胸

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

学校名

県立座間

県立海老名

県立茅ヶ崎北陵

県立逗葉

県立湘南

県立相模大野

県立柿生

川崎市立商業

川崎市立高津

県立生田

法政大学第二

県立元石川

県立神奈川工業

県立麻溝台

県立有馬

向上

制作代表者

亀島考道

木嶋幸子

清水孝夫

ﾏｲｹﾙﾊ・リカ診一

鈴木健史

野呂太一

村田諭

村田有紀

佐々木真紀

岡部哲彦

手塚啓介

西本太一

水谷剛

一柳優子

佐々木真弓

鈴木裕斗

学年

2

2

3

3

2

2

3

3

2

2

3

2

2

2

2

3

恥

17

IB

19

20

21

22
＝

23

24

25

26

27

28

29

3ii

31

学校名

横浜市立南

相模女子大学高等部

県立小田原城内

県立大船工業技術

県立酋見

県立瀬谷西

横浜市立金沢

県立川和

県立岡津

日本大学

県立金井

東海大学附属相模

県立鎌倉

横浜市立観見工業

県立藤沢北

制作代表者

金子智弘

川原可子

小島孝子

沼田－稔

木村雅史

松下幸生

田中宏幸

佐藤利恵

仲野真木子

山口裕幸

太田励

満洲純子

三橋りか

近藤雄祐

宮崎範子

学年

1

2

2

3

2

2

2

2

3

3

2

3

2

3

2

恥

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

予選

A3

B22

1321

A17

A4

B19

B15

A23

A12

A5

1323

A26

学校名

県立観嶺

県立新栄

県立座間

県立柿生

県立六ツ川

県立横浜日野

県立生田

相模女子大学高等部

県立生田東

日本大学

県立海老名

県立鎌倉

制作代表者

竹内法子

栗栖仁志

広瀬誠

菊野洋一郎

福嶋秀子

高橋昌弘

山中祐理子

三浦由美

山浦壮士

山口裕幸

関口知恵

広富あおい

学年

2

2

3

3く

2

3

2

3

2

3

3

2

恥

13

14

15

16

17

18

評

旧

罰

21

22

23

24

予選

B8

B13

B24

1M

B26

BIO

A13

A20

A18

816

A10

B9

学校名

県立逗葉

法政大学女子

県立横浜翠嵐

県立有馬

趨見女子

県立茅ヶ崎

県立瀬谷西

法政大学第二息過L
日本大学藤沢

県立川崎北

県立横浜立野

横浜市立戸塚

制作代表者

佐々木佳生

野崎真樹子

藤平信行

押田佳久

野村祐美

副島須賀子

南降仁

工藤寛之

柏木裕美子

渡辺朗

長谷川岳

小林直子

学年

3

2

2

2

3

3

3

3

3

2

2

2



テレビ番組制作部門

言果是亘「オっ才しら高校生」

、

テレビ番組制作部門

自由

、

研究発表部門

－17－

恥 学；交名 制作代表者 学年 恥 学：交名 制・乍代表者 普倖Jロ
1川崎市立‘ II崎 宮崎光男 3 11向上 榎本和人 3
2川崎市立商業 横戸寛子 3 12法政大学第二 北村善仁 3

3横浜市立金沢 佐藤光 2 13県立有馬 佐野慎太郎 2

4麻布大学附属洲野辺 木村康宏 3 14県立座間 見目啓太 2

5県立新栄 鈴木能一 3 I耐 横浜市立南 福澄崇 1

6県立白山 川村栄輝 3
q

q

＝

Ⅱ
」
6県立生田 宮川貴行 3

7県立川崎南 山崎智充 3 ！堵〃県立相模大野 野口朱美 1

8 日本大学藤沢 小口真也 3
夢
ｑ
‐B東海大学附属相模 伴剛宏

9県立多摩 森政文 3 19県立金井 金子映夫 2

10横浜市立鶴見工業 吉丸幸一 1

恥 学校名 制f言代表者 壁＊印
酉
凸

Na 学校名 編作、七表者 学年

1I；:布大学附属洲野辺 木村康宏 3 12県立生田 京1唾大輔 3

2１Ｊ『:立麻溝台 平田奈保子 1 13川崎市立商業 永｛賃孝男 3

3県立有馬 中津幸夫 2 I面 県立津久井 石井建典 2

4県立相武台 立浪規裕 3 15横浜市立南 井上裕司 2

5横浜市立鶴見工業 吉丸幸一 1 16県立白山 脇田英治 2

6東海大学附属相模 棟方香織 3 17県立相模大野 徳山則秀 1

7県立大和東 立花真一郎 2 18日本大学藤沢 田口陽介 3

8県立元石川 岩谷拓郎 2 19県立川崎工業 宇佐美郭史 2

9川崎市立川崎 那須幸二 3 20法政大学第二 安田正明 3

10向上 中村綾利 3 《飼 県立座間 川田員 3

11県立新栄 横山信人 2 兎 県立向の岡工業 演田貴史 3

脱 学校名 制f§代表者 学年
1相模女子大学高等部 川平陽子 2

2県立有馬 渡辺鵜傭玄 3

3法政大学第二 雨へ釦 一 3

Na 学’交名 制作代表者 学金
言

4 具寸履 面笥 山本真希子 3

5
■
ｊ
Ｊ
ｇ 閏浜下

■
■
４，立鶴見工業 熊谷剛 3



＜番組制作部門：審査の観点＞

1）題材の選択

[課題部門］

「われら高校生」という総合テーマの下で、どのような題材が

どのような題材がどのような視点で選択、設定されているか。

[自由部門］

どのようなテーマがどのような視点で選択、設定されているか。

2）内容・構成

テーマを生かすためにどのような取材や構成が行われているか。
制作の方法は適切か。

8〕制作技術・効果

録音〔録画）の技術はどうか。音楽や効果音が適切に使われてい
るか。

4）アナウンス・ナレーション

アナウンス・ナレーションの技術はどうか。

5）全体的な印象

1）～4）以外の点で感じられたことも含む。

＊審査台本も審査対象とする。

＊機材の性能による画像ノイズなどは減点しない。

◇研究発表部門の審査の観点は、番組制作部門に準じる。

－18－
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出場校及び参加部門別本数一覧

《横浜地区》 《横須賀・三浦地区》

学校名 アナ 朗読 ＝畦』 ＝＝ テ課 テ自 研発 合計 学校名 アナ 朗読 ラ謀 ラ自 テ課 テ自 研発 合計

県立錘見 1 1 2 県立横須賀 2 2 1 5

県立横浜翠嵐 1 1 1 3 県i 』浜 2 1 3

県立川和 2 2 1 5 県団 『巷 1 2 1 1 5

県立柏陽 2 2 4 県立久里浜 1 1

|県立横浜立野 1 2 1 4 横須賀市立横須賀 1 I

県立横浜日野 1 1 2 横三地区合計 3 6 1 5 0 0 0 15

県立港北 2 2 4

県立港南台 1 2 1 4 《湘南地区》

県立市ケ尾

県立清水ヶ丘

県立金井

県立白山

県立新羽

県立岡津

県立磯子

県立瀬谷西

県立荏田

県立保土ケ谷

県立新栄

県立氷取沢

県立元石川

県立釜利谷

県立永谷

県立六シ川

県立城郷

2

1

1

2

2

2

1

2

1

1

2

1

2

2

2

1

1

2

2

2

2

1

2

2

1

2

2

1

1

1

1

1

1

I

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

4

5

4

1

3

4

6

1

4

6

1

6

3

2

5

3

学校名

県立平塚江南

県立鎌倉

県立湘南

県立茅ケ崎

県立茅ケ崎北陵

県立観嶺

県立藤沢西

県立藤沢北

県立玉領ケ台

県立寒川

県立茅ケ崎西浜

県立大船工業技術

日本大学藤沢

湘南工科大学附属

湘南地区合計

アナ

2

1

2

1

2

2

2

2

2

16

朗読

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

21

ﾗ課

1

1

1

I

1

5

ラ自

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

;d

テ課

I

1

テ自

1

1

研発

0

合計

3

4

・6

1

4

3

3

6

4

5

3

1

7

4

54

《西湘・北相地区》
県立神奈川工業

横浜市立戸塚

2

1

1

1

1

1

4

3

横浜市立金沢 1 2 1 1 5 学校名 アナ 朗読 ﾗ課 ラ自 テ課 テ自 研発 合計．

横浜市立南 2 2 1 1 1 1 8 県立小田原城内 2 2 1 5

横浜市立餌見工業 2 2 1 1 1 1 1 9 県立小田原城北工業 2 2 1 5

成美学園女子 2 2 県立大和 2 2 1 5

淡浜創英短大女子 2 2 4 県立厚木 2 2 1 5

錨見女子 2 1 1 4 県立津久井 1 1

法政大学女子 2 2 1 5 県立唾間 2 2 1 1 1 1 1 9

日本大学 1 1 2 県立麻溝台 2 2 1 1 1 7

武相 2 2 県立橋本 1 1

横浜地区合計 41 56 11 16 6 5 1 136 県立相武台 1 2 1 1 5

県立海老名 2 2 1 1 6

《川崎地区》 県立大和東 2 2 1 5

県立有馬

県立弥栄東

県立新磯

県立相模大野

相模女子大学高等部

麻布大学附属洲野辺

東海大学附属相模

向上

西湘北相地区合計

2

2

2

2

2

27

2

2

2

2

1

2

2

31

1

1

1

1

1

9

1

1

1

1

1

13

1

1

1

1

1

6

1

1

1

1

1

10

1

1

3

9

3

2

8

6

2

8

71
99

学校名

県立川崎

県立多摩

県立生田

県立川崎北

県立百合丘

県立柿生

県立生田東

県立川崎南

アナ

2

1

2

1

朗読

2

2

1

ラ課

1

1

ラ自

1

1

1

1

1

1

テ課

1

1

1

テ自

1

研発 合計

5

2

8

1

1

4

1

1

総計 !()1 130 31 53 19 22 5 361
県立大師

県立川崎工業

2

1 1 1

2

3

県立向の岡工 1 1

川崎市立川崎 2 2 1 1 6

川崎市立高津 1 1

川崎市立商業 2 2 1 1 1 1 8

法政大学第二 2 2 1 1 1 1 1 9

カリタス女子 2 2 4

川崎地区合計 14 16 5 9 6 6 1 57
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A紘憾
「

支章けくご亜i緋い､順ハ脈7胴

一

一

1．校舎内、体育館内は土足厳禁です。スリッパを忘れた人は素足で入場して下

さい。

、

⑨
き

、
＠
屯
、
一
へ2．飲食は4階の控室以外では禁止です。

8．所定のゴミ箱以外には、絶対にゴミを捨てないで下さい。

4．立入禁止区域に入らないこと。また、教室内の私物には手をふれぬこと。

その他あらゆる点で、会場校に迷惑をかけないよう、考えて行動すること。

5．審査中は静かにして下さい。

会場内は勿論、廊下でも静かに。会場への出入りは、審査の境目にすること。

6．予選のなかった作品、スクリプト等の受け渡しは各会場で行います。提出時

間に遅れないように。

7．アナウンス、朗読の出場者は早めに各会場で待機していること。

予選落選作品は、12:00～13:00に4階美術室前の廊下にて返却します。審査

用紙と「落選作品の順位の目安」を同時にお渡しします。受け取りにこなか

った学校の分は廃棄されます。

8

9．全国大会出場者(作品)は、今後の詳細な連絡と、必要文書の配布をしますの

で、閉会式後必ず残って下さい。

心髪〈，

^V-

o留考
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